
干2義
人を傷つけないか

送信前に見直そう！

一　　　＼

象3秦

個人情報（写真を含む）

を載せない、送らない！

考えよう　家族みんなで

ス　マ　ホ　の　ル　ー　ル
且たちはナ■たちのqtモつりレ■■にセリ■みt▼

Jh支那1号ロ

ネット慧会ったご　増築
人と直接会わない！●使いすぎないように

●　●　　けじめをつけて

■J‾ゝ

／やY、・入

ふっと待って物軸囁

飴文部利宇省





t3・．∴・完■～⊥季鞘憎、．、、．．■≠′毒．．、

0よく知らない人に自分
ともたち　　　n h bくこさ　　　れし

や友達の連絡先を教
あく∴鼻う

えると、悪用され

ることも。

写真アップしたよ～

享
r　〃
い　　ら　し▲う【lう　lJ L・けL

O位置情報・背景など

で場所が分かって
l・●　■l　ヽ

しまわないか、十分

注意しよう。
願悪用されたり児童ポルノ寮止法などの

罪に問われたりする
Ij　あ　い

場合もあるよ。

0無料プレゼント！と
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●SNSなどネット上で出会った人とのトラブルが増加しています。同じ趣味で話が合う、自分の精を聞

いてくれるからといってその人を信用しすぎていない？

●「自分だけは大丈夫」「借用できそうな人だから」との思いが大変なことに！
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0睡眠時間が減ると、集中力もなくなり、心身の不調の

原因に。メッセージのやりとりは、相手のことも考えて

早めに終わらせよう。

スマートフォンなどのインターネット接続機器は、今や生活する上で非常に便利なツールとなっており、次
代を担う青少年は、インターネットの特性を理解するとともに、このような機器を上手く活用する能力が求め
られています。
文部科学省では、お子様のインターネット使用時や、スマートフォンを持たせる際には、携帯電話会社など
が提供する「フィルタリングサービス」の設定をお願いしています。フィルタリングは、お子様に見せたくない
情報を遮断したり、インターネット上でのトラブルを防いだりするのに役立ちます。また、サイトやアプリが
ブロックされた際に、「なぜこのサイトやアプリを使ってはいけないのか」、その理由をお子様と一緒に考え
ることで、お子様の情報活用能力の向上にも役立ちます。
本リーフレットは、トラブルが起こってしまう前に「ちょっと待ってl」と子供たちが一歩立ち止まって、自ら考
えさせる内容にしました。お子様の安全を第－に、御家族でインターネットやスマートフォンなどの使い方を
考えていただきたいと思っています。


